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研究成果の概要（和文）：本研究は、エジプト有数の墓地遺跡であるサッカラ遺跡の新王国時代の墓地を発掘
し、出土した遺構や遺物を学際総合的に調査研究を行うことを目的としていた。2019年にエジプト考古省から許
可が得られ、発掘調査を行なった結果、紀元前１世紀から紀元後１世紀に年代づけられるグレコ・ローマン時代
のカタコンベ（地下集団墓地）をほぼ未盗掘の状態で発見した。これは、サッカラ遺跡だけでなくナイル川流域
における初のグレコ・ローマン時代のカタコンベの発見であった。この発見の翌年2020年よりコロナ禍が始ま
り、調査の延期を余儀なくされたが、2023年2月に調査を再開し当時の埋葬習慣を明らかにする極めて貴重な資
料が得られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to excavate a New Kingdom cemetery at 
Saqqara and to conduct a comprehensive interdisciplinary study of the excavated remains and 
artifacts.In 2019, we discovered a Greco-Roman catacomb (underground mass grave) dating to the 1st 
century B.C.-1st century A.D. in an almost intact state instead of New Kingdom tomb. This was the 
first discovery of Greco-Roman catacombs in the Nile valley as well as the Saqqara necropolis. In 
2020, the year after the discovery, the Covid-19 pandemic began and the research had to be 
postponed, but it was resumed in 2023 and extremely valuable data was obtained that clarified the 
burial customs of the time indicating the transition from the mummification to the simple burial.

研究分野：エジプト考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、エジプトにおけるグレコ・ローマン時代の埋葬習慣および来世観についての極めて重要な新知見
をもたらした。特にカタコンベ内部の広間および側室の埋葬は、埋葬時からほぼ手付かずの状態で出土し、最初
の埋葬から数期に渡って追葬されている様相が明らかとなった。また、これらはミイラ化の遺体処置から単純に
遺体を墓に埋葬する葬法への変化が通時的に確認することが可能な稀有な事例である。またテラコッタ製像やギ
リシア語碑文が刻まれたステラなどの遺物からエジプト文化がギリシア・ローマ文化を受容し、変容していった
様相が看取される。これらのデジタル記録は今後の文化遺産の活用の点で大きな可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
サッカラ遺跡は、古代エジプト王朝時代
の開闢より首都となり行政・経済の中心で
あったメンフィスの主要な墓地が形成さ
れ、エジプト考古学の黎明期より各国隊に
よって調査が継続されてきた。従来のサッ
カラ遺跡での考古学的発掘調査は、初期王
朝時代や古王国時代のピラミッドやマスタ
バ墓で重点的に実施され、新王国時代の墓
地については20世紀末になってようやく発
掘調査が実施されるようになった。一方で、
新王国時代の国家神アメン信仰の中心地で
あるテーベのネクロポリスの調査は 200 年
におよぶ長い歴史があり、従来の新王国時
代史は主にテーベの豊富な資料を基に構築
されてきたと言っても過言ではない（河合
2017, 2020）。このような状況に鑑みて、サ
ッカラ遺跡において新王国時代の墓地の調
査がさらに進展することが期待されてい
る。 
 
２．研究の目的 
（１）当初の研究目的 
 以上のような問題意識から、2015 年度からサッカラ・ネクロポリスにおける新王国時代の墓
地をテーマとした調査研究を開始した。これまで踏査、測量、物理探査を行い、その結果、新た
に新王国時代の墓地を確認するとともに、北サッカラ台地の東斜面（図１参照）に未発見の新王
国時代の岩窟墓群が存在する可能性が高いとの結論に至った（河合他 2017a, 2017b, 2018a）。
そして、2017 年に同地区において試掘調査を実施したところ、新王国時代第 18 王朝の遺物が出
土し、付近に近年の撹乱を受けていない遺構が存在することが推定された。この成果を受けて、
本研究では北サッカラ遺跡の新王国時代墓地で本格的な発掘調査を開始し、ここから出土する
新発見の埋葬資料、物質文化、文字資料、図像資料によって、これまで偏りのあった新王国時代
の資料を補完し、当該地域における古代エジプト新王国時代の埋葬習慣や歴史、文化についての
学際総合的な解明を目指すことを目的とした。 
 
（２）本研究での新たな研究目的 
本研究により 2019 年度に発掘調査を実施し、当初目的としていた新王国時代の岩窟墓の発見
には至らなかった。しかし、発掘調査の過程でエジプトのナイル川流域の遺跡で初の発見となる
紀元前１世紀から紀元後１世紀に年代づけられるグレコ・ローマン時代のカタコンベ（地下集団
墓地）をほぼ未盗掘の状態で発見し、カタコンベの調査が本研究での新たな課題となった（河合
他 2020b, 河合他 2020b, Kawai 2020, Kawai 2021）。 
2020 年からの新型コロナ・ウィルスの世界的なパンデミックにより調査の実施が困難となり、
2023 年 2 月から 3 月にかけてようやく調査を再開することができた。本研究では、グレコ・ロ
ーマン時代のカタコンベの調査、記録、保存修復を実施した。 
 
３．研究の方法 
（１）考古学的発掘調査 
 本研究では第１に北サッカラ遺跡の東側斜面の１区画の考古学的発掘調査が主要な研究の方
法である。考古学的発掘調査で明らかになった遺構、遺物を考古学者のみならず、形質人類学者、
動物骨の専門家、建築史学者、文献学者、物質科学者などの専門家が分析し、古代エジプトにお
ける埋葬文化を多角的に明らかにすることを目的とした。また、検出された遺構、遺物は、複数
の保存修復の専門家によって分析と実際の保存修復作業が実施された。 
（２）形質人類学的研究 
 本研究による発掘調査では、数十体以上の人骨やミイラが出土した。これらから得られる性別、
年齢、疾患、外傷の情報から埋葬の特徴のみならず当時の社会や生活についても重要な知見を得
ることができた。 
（３）碑銘学的研究 
 本研究では、グレコ・ローマン時代のカタコンベを発見したことから、ギリシア語の碑文史料
が多く出土し、ローマ支配時代のエジプト史の専門家がギリシア語碑文の解読をおこなった。 
 

図１ 北サッカラ調査区周辺地図 



 
 
 
（４）デジタル・ドキュメンテーション 
 本研究で発見されたグレコ・ローマン時代のカタコンベはほぼ未盗掘の状態であったことか
ら、最新の 3D デジタル技術を駆使した遺構、遺物の記録をおこなった。3Dレーザースキャンニ
ングは凸版印刷株式会社の協力を得て実施し、フォトグラメトリ（写真測量）も行った。これら
の詳細なデジタル記録によりヴァーチャルリアリティによる古代の埋葬の諸段階が復元可能と
なる。 
 
４．研究成果 
（１）グレコ・ローマン時代のカタコンベの発見 
本研究での最大の成果は、ほぼ未盗掘で検出されたグレコ・ローマン時代のカタコンベの発見
である。カタコンベは、北サッカラ台地の東斜面の標高 40〜45m あたり穿たれた岩窟墓である
（図１、図２、図３）。その中心軸は北東から南東方向に伸びており、岩盤に穿たれた岩窟部と
そこに至る通廊から構成されている。通廊は、長さ約 9m、幅は約 1.2m である。通廊の入口は矩
形の日干レンガ製の壁体に囲まれ、床面には石灰岩のブロックが敷き詰められ、途中から階段と
なっている。階段が始まるあたりから壁体も石灰岩製になり、途中から日干レンガ製のヴォール
ト天井に覆われていた。ヴォールト天井に覆われた通廊の内部については、層位の観察から、石
灰岩の壁と日干レンガの天井が作られた後に、少なくとも一度崩落し、少し砂が堆積する時間を
おいてから、再度、壁や天井が再建され、通廊が利用されたと考えられる。 
 通廊内部には、2 箇所で日干レンガの封鎖壁が検出された。一つは、残存する天井の東端のほ
ぼ真下であり、空積みで最上層の上に作られている。おそらく、最後に利用された時期に作られ
た可能性が高い。もう一つは通廊内部中央付近にあり、こちらも空積みである。なお、この封鎖
壁の奥（西側）には、北側の石壁を支えるように日干レンガの構造物が築かれている。石壁が内
側に向かって歪み、崩落しそうな箇所に築かれていることから、古代における補強の痕跡と思わ
れる。ヴォールト天井に覆われた通廊の南北には平行して石灰岩を積んだ壁体があり、通廊はち
ょうどこれらの壁体の中央に位置しているとみられる。ヴォールト天井に覆われた通廊は岩盤
面に到達した部分で終わる。岩盤面には良質の板状の石灰岩製の門があった。石灰岩製の門のコ
ーニスの上部の中央には、岩盤を穿った部分に墓碑とみられるステラ（石碑）が配されていた（図
４）。ステラの図像は伝統的な古代エジプトのステラに描かれる有翼日輪と神々の姿で表現され
ているが、碑文はギリシア語である。碑文には「召使、メネラオス」という人物名が認められた。
召使とはおそらく神の召使と考えられ、メネラオスは聖職者であるとみられる。ステラの前面に
は、岩窟部に由来すると考えられる木片、６体のテラコッタ製イシス・アフロディーテ像（図５）、 

 

図２ 北サッカラ遺跡カタコンベ周辺           図３ カタコンベ周辺平面 

図４ メネラオスのステラ      図５ テラコッタ製イシス・アフロディーテ像 



 
 
 
ローマンランプ、土器などが検出された。石灰岩製の門の前には、南北で向かい合うように置か
れた石灰岩製のライオン横臥像が 2 体、古代に設置されたままの原位置で発見された。 
岩窟部の長さは約 15m、幅は約 2.5m である。北壁から３つの副室、南壁から２つの副室と作
りかけの部屋が穿たれていた。北壁の中央にはステラを嵌め込んでいた壁龕が１箇所認められ
た。このステラは壁龕の前に置かれていた木棺の内部に崩落しており、ギリシア語の碑文からデ
メテリアという人物に捧げられたものであることが判明した（図６）。南壁には 4箇所にステラ、
１箇所に壁画の描かれた木板が壁に嵌め込まれていた。ステラにはギリシア語の碑文が刻まれ、
ギリシア・ローマ風の図像が彫刻されていた。また、北壁の側室への入口にはモルタルが塗られ
ている箇所もあり、その上から漆喰が塗られ、彩色を施している部分も確認された。この前の部
分からは完形のイシス・アフロディーテとホルスのテラコッタ像が出土した（図７）。岩窟部の
奥にはシャフト（竪坑）が穿たれていた。入口側から砂層が堆積しており、その上からも人骨が
確認されたことから、ある程度入口が開いていた時期があり、その後にも埋葬が継続されたと考
えられる。砂層は奥に行くにつれて薄くなり、床面直上には壁際に人骨や木棺が配されていた。
また、副室にもミイラの納められた木棺や人骨が積み重なった状態で埋葬されていた。その周辺
には複数の完形の土器も確認された。 
 岩窟部の全体の把握は今後の課題ではあるものの、内部の大量の人骨、ミイラの埋葬から集団
墓地であることは明らかであり、土器、テラコッタ製像、墓碑とみられるステラの年代から、発
見された遺構はグレコ・ローマン時代のカタコンベであることが明らかとなった。また、カタコ
ンベの外からは人骨やミイラが列をなして出土しており、カタコンベと同時代のグレコ・ローマ
ン時代からコプト時代のものとみられる。また、周辺からは初期王朝時代あるいは古王国時代の
日干レンガ製マスタバが検出されており、これらの本格的な発掘調査が待たれる。 
 
（２）カタコンベ発見の意義 
これまでエジプトでは、アレクサンドリアでプトレマイオス朝時代からローマ支配期に造営
されたカタコンベが知られている。その中でも最も大規模なものは、2世紀から 3世紀に年代づ
けられるコム・アル＝シュカーファのカタコンベである。ローマ支配期におけるエジプトの埋葬
習慣は地域性が色濃く、ヘレニズム文化の中心地であったアレクサンドリア以外の地域、特にテ
ーベなどの上エジプトにおいては王朝時代の伝統が維持されていた。北サッカラ遺跡で発見さ
れたローマ支配期のカタコンベは、アレクサンドリア以外の地域では初めての発見である。また
大規模なローマ支配期の墓がサッカラ遺跡で発見されたのは初めてのことである。 
サッカラ・ネクロポリスでは、プトレマイオス朝時代の終焉とともに、セラペウム、アヌビエ
イオン、ブバスティオンなどの動物墓地が使用されなくなり、衰退の一途を辿っていった。文献
史料によれば、セラペウムは使用されなくなったものの、紀元後 170 年頃まで別の場所でアピス

図６ デメテリアのステラ      図７ イシスアフロディーテとホルスの像 



牛の埋葬が行われていたという(Marković 2018: 197)。そして、紀元後 4世紀の中葉からカタコ
ンベの南に位置するアヌビエイオンの神殿中心部にキリスト教徒の集落が形成されたことが知
られている(Jefferys and Smith 1988:23)。ローマ支配の開始によりサッカラ・ネクロポリスの
宗教的景観が変化し、伝統的な古代エジプトの信仰が放棄されていく中で、メンフィスの人々の
埋葬習慣、来世観の具体的な変容については依然として明らかではない。カタコンベは長期に渡
って利用され、盗掘は受けているものの、比較的良好な状態で発見されており、今後の岩窟部内
部のクリーニング調査によって重要な情報が得られるであろう。 
 
（３）文化遺産の保存と活用の成果 
 本研究では、古代エジプトにおける埋葬の考古学的研究のみならず出土した貴重な文化遺産
を十分に記録し、保存修復を行うことも大きな目的としている。発見されたカタコンベは凸版印
刷株式会社の協力で三次元レーザースキャンで記録を行い、フォトグラメトリ（写真測量）でも
３Dモデルを作成した。これらは研究のみならず文化遺産の活用の重要なデータとなる。また日
干レンガ構造物の修復、補強、木棺のコンディション・サーベイ、壁画のコンディション・サー
ベイも行い、今後の本格的な保存修復作業のデータを獲得した。 
 
（４）今後の展望 
 本研究の完了後に基盤研究(A)「エジプト、サッカラ遺跡の調査による古代エジプトの埋葬文
化の変容に関する総合的研究」が採択されたことにより、本研究の継続と更なる展開が可能とな
った。今後のカタコンベの調査研究によりその全容を解明し、グレコ・ローマン時代におけるサ
ッカラ・ネクロポリスの様相についての新たな知見を提供したい。また、周囲には王朝時代の墓
の存在も確認されており、調査を進めていく予定である。今後は北サッカラ遺跡の考古学的発掘
調査を通じた通時的な古代エジプトの埋葬文化の変容というより大きなテーマで本研究課題に
取り組んでいきたい。 
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